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認知症を防ぐ、遅らせる生活

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

↑ 相談￥０　着手金￥０　成功報酬制！
過　 払　 い　 金　 回　 収

借金整理・交通事故・離婚

かしま法律事務所

弁護士法人　リーガルプラス

124 号イオンそば

茨城県弁護士会所属

LEGAL PLUS

代表弁護士  谷  靖介
☎０２９９－８５－３３５０( 平日・土曜日 10:00 ～ 18:00)

リーガルプラス 検 索

秘密厳守 

　認知症は脳の知的機能が低下して、日常生活に支障をきたす状態のことをいいます。

老化現象と思われがちですが、脳の障害によって起こる「病気」です。年齢が発症リス

クの一つであることは間違いなく、超高齢化が加速する中「自分だけはならない」とい

う保証はなく、今や他人事ではすまされない病気です。

●人に頼らない生活
　お金の管理や計画の運営などを人任せにせず、自分でしましょう。

●新しいことに挑戦する
　 毎日同じ生活に慣れてしまうと、脳の意志決定をつかさどる部分・前頭野が刺激されず脳の機能が衰え

ます。生涯にわたる趣味や仕事を持ちましょう。

●人づきあいは大切に
　人と交流すると脳が活発に働きます。家族や友人と会話を絶やさない毎日を過ごそう。

●健康なからだを保つ
　怪我や病気による寝たきりは認知症の原因になります。体が健康であれば脳も健康でいられます。

　日々心がけていても、認知症にならない保証はありません。ただ、心がけ次第で発症を遅らせたり、症

状を軽快させることはできます。「年とったから…」であきら

めず、自分でできることから始めてみましょう。また、一人で

はできない、わかないという方のために地域包括支援センター

では年に２回【脳はつらつ教室】を開催しています。

　第１回目の教室には 13 名の方が参加されました。次回は

10 月 30 日（10 月のお知らせ版掲載予定）からになりますので、

近所の方、友人、兄弟姉妹を誘い、地域全体で認知症につ

いて学んでいきましょう。

　脳を健やかに保つ生活のポイントは　①健康なからだ　②脳を使う生活　です

「脳はつらつ教室」グループワークの様子


